
岡山市・岡山市社会福祉協議会 



 今、私たちを取り巻く生活環境は、少子高齢化、人口減少といった問題を背景に大きく

変化しています。独居高齢者や高齢者のみの世帯が増え、地域社会から孤立する高齢者や

老々介護や認々介護の問題も取りざたされています。 

一方で家族機能が脆弱になり、地域のつながりも失われつつある昨今、高齢者を家族や

地域で支えるということはなかなか困難なことになってきています。 

そのような中、「地域での支え合い・つながりはやっぱり必要だ」「何とかしなければ」

と感じ、「安心して自分らしく暮らし続ける」ため、地域の中で居場所や見守り・支え合い

の活動に取り組んでいる方がいます。 

この冊子は、支え合いを行っている方の想いや取り組みの様子、具体的な運営の方法な

どについて紹介し、「地域や人の役に立ちたい」「自分にも何かできることがないだろうか」

という思いをもちながらも、一歩踏み出すことを躊躇している方に向けて、活動のきっか

けや取り組みの参考になればとの思いで作成しました。 

地域の特色を生かした、それぞれ特徴のある取り組みと、支え合い活動から生まれるつ

ながりや笑顔が、岡山市のあちらこちらに、たくさん広がっていくことを願っています。 

 平成 27年 4月の介護保険改正に伴い、岡山市においても「岡山市支え合い推進員（生

活支援コーディネーター）」の配置と「岡山市支え合い推進会議（協議体）」を設置し、支

え合いの活動を広げようと取り組んでいます。 

 「支え合い推進員」とは、支え合い・助け合いを広める働きをする人です。支え合い推

進員には「活動を新たにつくり出す」「今ある活動を充実させる」「支え合い・助け合いを

広める」「活動と人とを結びつける」という役割があります。 

 「支え合い推進会議」とは、支え合い推進員を助けながら、それぞれの分野（通いの場・

困り事支援・見守り活動・移動支援等）で支え合い活動を新たにつくり出し、支え合い活

動を拡大させるための話合いの場です。 

岡山市では、『地域に支え合いの花を咲かせよう』をキーワードに、地域での話し合いの

場（地域支え合い推進会議）づくりを中心に、地域での「見守り活動」「通いの場づくり」

「困りごと支援」などの支え合い活動を推進しています。 

支え合い活動を広げるために… 
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■活動のきっかけ 

平成２３年に富山学区が岡山市安全・安心ネット

ワークの「地域保健福祉のモデル事業」を実施する

こととなり、小地域ケア会議にて、福祉委員・援護

委員制度が立ち上がりました。福泊町内会では福祉

委員の募集は町内回覧で行われ、以前から活動して

いた「すこやかサロン」のボランティアを中心に福

祉委員を引き受けることになり、福祉委員２３名、

援護委員９名で活動を開始することになりました。

見守り活動を行う中で地域の高齢化が進み、活動ボ

ランティアが不足していくのではないか、という不

安が強くなりました。平成２５年に再度町内回覧に

よる各委員の募集を行いましたが、自ら手を挙げて

くれる方はいませんでした。そこで町内会長と共に

協力を得られそうな方の自宅へ訪問を行い、お願い

をしたり、先にメンバーとなってくれた方の推薦に

より、更なる福祉委員・援護委員の補充が行われ、

現在のスタッフ数となっています。また見守り活動

だけでなく、通いの場「紬の会」を開き、見守り活

動にもつなげています。先に立ち上がっていたふれ

あい・いきいきサロンの「すこやかサロン」が見守

りに重要な役割を担っています。 

■活動内容 

【見守り活動】(見守り人数 ３～４名／人／日) 

①会議で見守りが必要と思われる方について話し

あい、その方の近所に住んでいるスタッフが、自

宅の様子を確認する(郵便ポストや新聞受け、照

明、洗濯物、門扉や玄関の状況等) 。 

②偶数月の第２水曜日に、「福祉委員定例会」にて

情報交換をしたり、研修、食事会等で親睦を深め

たりする。 

③年に一度、福泊町内会のパトロール隊、安全見守

り隊、福祉委員、援護委員が集まり「合同打ち合

わせ会及び懇親会」を開催する。  

【通いの場「紬の会」】(利用者数 約２０名／回) 

 紬の会では、地元の高齢者が生産している野菜を

当日の朝スタッフが収穫して販売し、高齢者の生き

がいにつなげています。また、地元のデイサービス

に配布し、新鮮な野菜が手に入ると双方から喜ばれ

ています。 

■活動の効果 

活動の最初は、見守られることに対して警戒心を

持っていても、お互いを知っていくことで、次第に

笑顔が見られるようになり、顔を合わすことを楽し

みに待っていてくれる方もいます。８０歳以上の独

居の方に、誕生日当日にプレゼントを持って訪問す

ると非常に喜ばれます。親しくなると、自宅内に招

かれ小１時間お話しをすることもあります。 

見守り活動を行ってから、この町内では誰にも看

取られることなく、亡くなってしまう方(孤独死で

亡くなられる方)もおられません。この状態を継続

していきたいと思います。 

■工夫していること 

スタッフの負担が強すぎても、活動の継続につな

がりません。日常の生活範囲の中で、気になる方の

見守りをお願いしています。あくまでボランティア

として行える範囲の活動を行っています(負担にな

らない範囲で)。

定例会では、スタッフ皆が笑顔で楽しく活動する

ための懇親会を行います。また、万一のことを考え

てボランティア活動保険にも加入しています。 

見守り活動 

富山学区 福泊町内会 

福祉委員・援護委員による見守り活動

富山学区 世帯数 6,121 世帯 人口 13,679 人 高齢化率 30.5％ 

インタビュー 代表者：本澤 美夜子 

「紬の会」開催時の暖簾 
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■参加対象者 

見守りが必要と思われる方。また８０歳以上の 

独居の方は毎日見守りを行っています。 

■場所・開催時間・利用料金 

【見守り活動】

ほぼ毎日実施。町内全般を随時。 

【通いの場「紬の会」】 

毎週木曜日１３時～１６時。珈琲一杯１００円。 

場所は町内公会堂。 

【すこやかサロン】 

毎月第 1金曜日１３時３０分～１５時３０分。 

会費２００円。場所は富山公民館。 

■ひと 

福祉委員２８名と援護委員７４名 

(福祉委員は援護委員と兼任) 

■運営費 

＜収入＞ 

・「紬の会」の利用料金。野菜等の販売。 

・町内会費からの助成金。 

＜支出＞ 

・福祉委員定例会の会議費や研修費。保険料。 

・８０才以上独居高齢者の誕生日プレゼント代 

・会報の印刷代。

■ネットワーク 

町内会／民生委員／社会福祉協議会／富山公民館

／ 地域包括支援センター 

■苦労した、苦労していること 

・スタッフの高齢化が進んでいるが、ボランティア

として参加してくれる若い人が少ない。 

更に仕事等の関係上、情報交換会の出席が難しい。 

・町内回覧等ではスタッフが集まらない。 

・個人情報の保護範囲の判断が難しい。 

・地域の高齢者が集まれる範囲に、活動場所(通い

の場)が見つからない。 

・活動費の捻出。 

■今後取り組もうとする方に伝えたいこと 

町内会のご理解をいただき、福祉活動に協力して

頂けることが、活動を継続していくことにつながる

と思います。構成スタッフを集めることも大変なの

で、協力して頂ける体制を作ることが大切です。 

また、活動は特別なことは行っていません。気構

えずにボランティア活動を楽しんで参加していた

だければと思います。 

『～とんとんとんからりと隣組 地震やかみな

り火事どろぼう 互いに役立つ用心棒 助けられ

たり助けたり～(「隣組」の歌詞より引用) 』 こ

の歌のように、お互いが助けられたり助けたりの活

動が地区の中でもっと大きく広がって欲しいと思

います。またこのような活動が多くの地域にも広が

って欲しいと願っています。 

＜富山学区の福祉委員・援護委員の役割＞ 

福祉委員：一人暮らしの方、高齢者のみの世帯の方等の日頃の見守り、声掛け、災害時の安否確認等

を行う地区組織の一つ。 

援護委員：災害時に情報の入手が困難な方、自力で避難できない方、また災害時以外の事故(転倒等)

の手助け等を行う地区組織の一つ。 
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■活動のきっかけ 

平成２３年度より「みんなが安心して暮らせ

る地域づくり」を目指し、学区内の各種団体と

専門機関が協議する南輝ケア会議（小地域ケア

会議）が発足しました。地域保健福祉のモデル

事業（あんしんカプセルおかやま等）を行って

いくと、「あんしんカプセルおかやま」配布後

も継続して見守り活動を続けていきたい、見守

られる人も見守る人も安心できる仕組みづく

りがしたいと思うようになりました。会議を重

ねていく中で、以前から行っていた学区のパト

ロール活動に加えて、高齢者への声かけをして

いく必要があるのでは、という意見があがり、

平成２７年４月シルバー見守り隊が発足する

ことになりました。 

■活動内容 

カプセル配布者を中心に町内高齢者への声

かけ、安否確認（「見守り隊の手引き」に基づ

き活動） 

＜具体的活動＞ 

①高齢者の見守り・声かけ：郵便物が溜まって

いないか、家の電気が点いているか、などの

安否確認、日頃の声かけ。 

②訪問活動：年 1回の「あんしんカード」の更

新確認やカード記入の手伝いなど。 

③情報交換、シルバー見守り隊員の活動報告会

の開催など。 

■活動の効果 

第１次小地域福祉活動計画の活動推進とし

て、Ｈ２８年度は①「あんしんカプセルおかや

ま」の配布先の拡大、②見守り隊員の増員を目

標に活動し、配布先も見守り隊員も増えてきま

した。今後見守り隊の増員、人材育成、後継者

育成をしていきたいと考えています。 

南輝ケア会議を通じ、地域組織の横のつなが

りができています。総務・企画会で企画案を練

り、全体会で話し合い決定していくことで、学

区全体の合意のもと、活動しています。 

また、「いきいき活動交流会」を年１回実施

しています。地域全体の交流の場となり、それ

ぞれの町内で実施しているサロンや老人クラ

ブ活動などの交流だけでなく、地域の方それぞ

れの考えを出し合い、地域課題について考える

場にもなっています。誰でも気軽に集える場づ

くりにもつながっています。 

見守り活動 

南輝学区 

南輝シルバー見守り隊（南輝ケア会議）

南輝学区 世帯数 4,818 世帯 人口 10,759 人 高齢化率 32.6％ 

＜南輝ケア会議での取り組み＞ 

いきいき活動交流会 
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■工夫していること 

あんしんカードは更新が分かりやすいよう

に、毎年カードの色を変えました。 

更新の際、個別訪問だけではなく、町内公民

館(公会堂)でシルバー見守り隊員が対象の方

と一緒にカードを作成している町内もありま

す。 

それぞれに目的を持って活動している地域

の各種団体が、同じ目標に向けて活動すること

自体大変なことでした。まだ会議や活動の認知

度が低いため、地域の方々に、時間をかけて、

地道に活動内容を理解してもらっています。ま

た個人情報の管理を徹底しています。 

■ひと 

シルバー見守り隊員：約５０名 

（町内会長の推薦を受けた方、顔写真入りの見

守り隊員証を作成） 

見守り対象者は「あんしんカプセルおかやま」

配布対象者となります。 

（年齢や同居の家族の有無に関わらず、見守り

隊の定期的な訪問や年1回の「あんしんカード」

の更新に同意いただける方。） 

■今後の抱負 

地域団体と関係機関が積極的に連携し、協力

し合いながら「みんなが安心して暮らせる地域

づくり」を目指して活動を続け、南輝学区に住

んでいてよかったと思ってもらえる地域づく

りに繋げていきたいと思います。 

■今後取り組もうとする方に伝えたいこと 

地域が一体になって取り組むことが必ず必

要です。若い人にもつながりを広げていき、次

世代につながる活動をして欲しいと思います。 

■ネットワーク 

＜小地域福祉活動計画とは＞ 

小地域福祉活動計画は地域住民が地域にある様々な福祉の課題を考え、その解決に向けて活動

していくための方針を立てるものです。 

小学校単位で策定し、地域の実情に応じた計画を作ります。 
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インタビュー 代表者：後藤 和美 

通いの場 
吉備学区 

オレンジサロン（認知症カフェ）

吉備学区情報 世帯数 7,711 世帯 人口 18,411 人 高齢化率 23.3％ 

■活動のきっかけ 

認知症サポートリーダー養成講座を受講し

て、吉備学区に認知症カフェがないことを知り

ました。また、この養成講座の講師(笠岡市で

行われている認知症カフェ「ようこそ」の代表

者)の取り組みに共感し実際に見学にも行かせ

ていただいて、吉備学区で交流やふれあいの場

の一つとして認知症カフェを開きたいと思い

ました。 

カフェの場所として学区の誰にもわかりや

すい場所がないか地域包括支援センター職員

に相談したところ、健康づくりや介護予防に取

り組んでいるＮＰＯ法人元気寿命を創造する

会を紹介していただき、地域のスーパーの隣に

ある活動拠点「元気ひろばパルク」の一室をお

借りすることができました。平成２８年６月か

ら月に１回カフェを開催しています。 

また、この場所以外にも車いすを利用されて

いる方でも安心して利用できる拠点を探して

いたところ、スタッフも住んでいる町内会の会

長が快諾してくださり、新たに住吉公会堂でも

カフェを開くことになりました。このカフェで

は、公会堂の台所を借りて、昼食を作り、みな

さん一緒に昼食を食べることができるように

なっています。今後の取り組みとしては、更に

活動が地域で広がっていけるように、地域の方

への広報を行っていきたいと考えています。 

■活動内容 

語り合い、おしゃべり、ゲーム、脳トレ 

認知症の相談、認知症の知識を学ぶカフェ 

■工夫していること 

テーブル上の手の届きやすいところに、お手

玉やおはじき等の昔懐かしい遊び道具を置い

たり、折り紙で箸置きを折ったりして、興味関

心を持ってもらい、自然に心や体が動きやすく

なるように工夫しています。 
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■参加対象者 

おしゃべりを楽しみたい方ならどなたでも

ご利用できます。認知症の方だけでなく、認知

症に対して不安がある方、さまざまな介護でお

悩みの方、またひとり暮らしの方、交流を望ま

れている方が対象となります。 

■場所・開催時間・参加費 

①元気ひろばパルク 

第３金曜日 １０時～１４時 

参加費は３００円／１回（お茶、お菓子代） 

②住吉公民館 

第２土曜日 １０時～１４時 

参加費は５００円／１回（お茶、お菓子、昼食代） 

■ひと 

構成スタッフ：認知症サポートリーダー養成講

座受講者を中心とした約１０名で運営。 

■運営費 

スタッフ一人１，０００円の出資金と参加費

でまかなっています。 

備品は、自宅で使っていない物品を持ち寄り

ました。 

■ネットワーク 

地域包括支援センター／公民館／町内会 

■今後取り組もうとする人に伝えたいこと 

一歩を踏み出す勇気があれば大丈夫です。声

をあげて仲間を作れば、必ず助けてくれる方が

います。 

＜認知症カフェとは＞ 

認知症の人やその家族が、地域の人や専門家と相互に情報を共有し、 

お互いを理解し合う場です。お互いを理解し合い、認知症の人の介 

護者の負担軽減や認知症についての正しい知識の普及、実体の共有 

を図ることにより、認知症の人や家族を支える地域のつながりを深 

めていきます。 

＜認知症カフェについてのお問い合わせ＞ 

岡山市 保健福祉局 高齢者福祉課 

岡山市北区鹿田町 1丁目 1‐1 TEL:086-803-1230 FAX:086-803-1754 
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通いの場 

横井学区 半田山ハイツ町内会 

ふれあい・いきいきサロン 珈琲の会

横井学区情報 世帯数 7,123 世帯 人口 16,226 人 高齢化率 23.6％ 

■活動のきっかけ 

これまで、半田山ハイツ町内会では老人クラ

ブの活性化と地域での支え合い体制づくりを

進めてきました。社会福祉協議会の「ふれあ

い・いきいきサロン」事業のことを知り、助成

金の支援も頂けるとのことから、お茶飲み会の

場ができたらとの思いで検討を始めました。先

ずは見学にと、田益町内会とマスカット団地町

内会のいきいきサロンを訪ねて、お話をお聞き

しました。 

一方で、「あんしんカプセルおかやま」の配

布と重なったこともあり、スタッフおよび役割

の決定までに時間を費やすこととなりました。

その結果、サロン名を「珈琲の会」とし、スタ

ッフを町内会役員４名、世話人１名と定め、役

員会での承認を受け、平成２６年３月より活動

を開始しました。 

■活動内容 

・ドリップ珈琲を飲んでおしゃべり等 

・ＤＶＤ観賞、詩吟などをすることも 

・参加者の希望を聞くなどして、内容を検討 

・地元の薬局が定期（第４水曜日）に参画し、

健康教室や骨密度測定など行います。 

■活動の効果 

「珈琲が美味しい」とよろこんで利用され、

継続して参加される方が多いです。立ち上げ当

初は町内回覧で周知を行いましたが、最近では

特に回覧しなくても、クチコミで参加されてい

ます。 

同好会等で集まった方が誘い合ったり、小学

生下校時の見守り・声かけパトロールをしてい

る方たちが、活動前に利用していることもあり、

立ち上げ当初から男性の参加者が多いです。喫

茶店のような感覚で気軽に参加できる場とし

て地域に定着しています。 

参加者の笑顔を見ると、これまで活動を続け

て来てよかったと感じます。 

現在でもお茶飲みの活動が中心ですが、サロ

ン参加者の会話には、生活面での貴重な気付き

も多いように感じます。例えば、「草取りがで

きなくて困っている」といったような話も出て

きます。 

今後は、お互いに支え合える共助・情報交換

の場として、内容の充実を図っていきたいと思

っています。半田山ハイツはいいところだな、

高齢者のパワーはすごいな、と思われるような

地域にしていければと考えています。 
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■１日の流れ 

１３：００～ 準備。 

１４：００～ 開始。受付で出席簿の名前をチェ

ック（初めての方は、新参加者名

簿に名前を記入）、参加費を支払

います。 

順次入れたてのドリップ珈琲を

提供。飲みながらおしゃべり。 

１４：１５～  この日は地元の薬局による骨密

度測定を随時行う。結果説明、ア

ドバイスを受け、結果を見ながら

おしゃべり。珈琲のおかわりも自

由。 

１５：００  終了・解散。 

１５：１５～ 片づけ。 

■参加対象者 

地域に在住の方どなたでも。 

１回約２０名参加。 

■開催場所・開催時間・利用料金 

半田山ハイツ集会所 

毎月第２・４水曜日 １４時～１５時３０分 

５０円／１回１人 

■ひと 

構成スタッフ：半田山ハイツ町内会 

婦人部高齢福祉部４名 

世話人１名 

■運営費 

＜収入＞ 

利用料金     （約２２，０００円／年） 

町内会からの補助（※市社協助成金）

（２０，０００円／年）

＜支出＞ 

サロン保険      （６，０００円／年） 

珈琲豆などの食材  （２２，０００円／年） 

什器、会議費    （１４，０００円／年） 

■ネットワーク 

町内会／民生委員／マスカット薬局／社会福

祉協議会 

＜ふれあい・いきいきサロンとは＞ 

町内会等の地域の身近な範囲で主に高齢者を対象に地域住民が集まり交流するふれあいの場で

す。平成２９年４月現在、岡山市内には約３６０か所のふれあい・いきいきサロンがあります。 

＜お問い合わせ＞ 

社会福祉法人 岡山市社会福祉協議会 

〒700-8546 岡山市北区鹿田町 1丁目 1-1  TEL：086-225-4051 FAX:086-222-8621 
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■活動のきっかけ 

平成２５年に高松公民館の「健康のヒケツ」

講座の中で、健康な体づくりに役立つラジオ体

操を取り上げたところ、参加者から仲間と一緒

にやりたいという声があがり、公民館の開館日

に毎朝行うようになりました。現在はラジオ体

操だけでなく、ＯＫＡＹＡＭＡ！市民体操も取

り入れて活動しています。 

毎年冬になると、近くの幼稚園の園児たちが

週に１～２回、マラソンをしながら公民館に来

て一緒に体操に参加するようになり、園児との

交流の場にもなっています。また、公民館行事

の中にも体操を取り入れ、地域の人々が気軽に

体験できるようにしています。 

■活動目的 

健康づくりと地域住民のふれあいなどを目

的にしています。 

■活動内容 

９：００～ ラジオ体操 

９：１０～ ＯＫＡＹＡＭＡ！市民体操 

９：１５～ 出席カードにスタンプを押しても

らって解散 

■参加者の声や活動の効果 

参加者からは「毎日参加して体調もいい。毎

日楽しみにしている。」「家に一人だと体操をし

ないので、ここに来て体を動かしている。体操

に来ると１日が始まって、今日も頑張ろうと思

う。」「人から聞いて参加するようになった。近

所の人とふれあえるので、毎日来ている。」と

いった声があります。毎日参加している人が来

ていないと、「今日はどうしたんだろうか」「様

子を見に行ってみようか」と安否確認の場にも

なっています。 

参加者は公民館まで歩いてくる人がほとん

どで、最初は車で来ていた人も歩いて来るよう

になり、「痩せた」「お昼ごはんがおいしく食べ

られるようになった」という方や、足腰が悪か

ったが「足腰が鍛えられ、たくさん歩けるよう

になった」という方もいます。 

公民館には地域のイベントや様々な情報が

入ってくるため、情報発信の場となっています。

この会に参加したことで、他の公民館講座やク

ラブに参加するようになり、友達が増えたとい

う方もいます。平成２７年には庄内・加茂学区、

平成２８年には鯉山学区で、１カ月体験講座を

実施し、この高松公民館での活動をきっかけに

鯉山学区では、ラジオ体操をする２つのグルー

プができ、地域に活動が広がっています。 

通いの場 

高松公民館 

ラジオ体操＆OKAYAMA！市民体操

高松中学校区情報 世帯数 6,895 世帯 人口 17,584 人 高齢化率 29.4％ 
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■工夫していること 

出席カードを作成し、参加の状況が目に見え

るようにしました。継続して参加してもらえる

ように工夫しています。 

■参加対象者 

地元住民 

１回の参加人数は約３０～５０名。 

■場所・時間 

高松公民館 駐車場 

９時～９時１５分 

休みの日は水曜日、日曜日・祝日と雨の日 

■ひと 

構成スタッフ：健康市民おかやま２１メンバー、

高松公民館職員。

■運営費 

＜収入＞ 

利用料金なし 

＜支出＞ 

なし 

■ネットワーク 

健康市民おかやま２１高松会議／高松公民館 

＜健康市民おかやま２１とは？＞     

岡山市では、「すべての市民が健康で自分らしく生きられるまち」を目指し、平成１５年１月に「健康

市民おかやま２１」を策定し、市民と行政が一体となり健康づくり運動を推進してきました。この計画は、

「岡山市都市ビジョン」の健康づくり分野の計画として位置づけ、健康増進法に基づき、市民の健康の増

進の総合的な推進を図るための方向性や目標を定めるものです。市民、企業、専門団体、地区組織、ヘル

スボランティア、公民館、学校園等との連携による健康づくりを推進していきます。

＜お問い合わせ先＞ 

岡山市 保健所 健康づくり課 

岡山市北区鹿田町一丁目 1番 1号 TEL：086-803-1263  FAX：086-803-1758 
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■活動のきっかけ 

平成２６年４月から万富公民館で毎週介護

予防教室が始まり、１年間教室に参加し顔を合

わせたことで、みんなが親しく声を掛け合う仲

となりました。しかし平成２７年４月から月１

回に変更になり、せっかくみんなが楽しく参加

している場を失いたくなかったので、自分たち

で週３回運営し、毎週の集まりを継続していこ

うと千種楽々クラブを立ち上げました。毎回３

０人を超える方が集まり、みなさん楽しんで参

加されています。 

参加者の中には、毎週月曜日を楽しみにタク

シーで乗り合わせてこられる方もいらっしゃ

います。今後は少しでも多くの方に参加しても

らえる集まりにしたいですし、様々な垣根を越

えて仲良くなれる場になっていけばと思いま

す。 

■活動目的 

高齢社会において、介護を必要としない元気

な高齢者を増やすことを目指します。また多く

の高齢者が集い、笑顔が絶えない活動を通じて、

楽しい場づくりを参加者全員で作り上げてい

きます。 

■活動内容 

ＤＶＤによるあっ晴れ！もも太郎体操を行

い（約４０分）、その後、クイズ、手遊び、歌

遊び等を毎回取り入れ、手作りのボーリング、

輪投げ、玉入れ、棒体操、５０音カードを利用

したことば集め、お手玉、吹き矢、五目お手玉、

ディスコン競技等を行っています。ゲーム等で

グループに分かれ点取り競争をすると、みんな

童心にかえり、やる気、本気、元気になります。

できるだけ参加者みんなで歌や踊り・ゲームに

参加して会を盛り上げ、お互いに笑顔になれる

場づくりに努めています。 

■活動の継続による変化 

会を重ねるにつれて、参加者同士のコミュニ

ケーションが増え、生活の情報も交換し合える

関係になりました。フラダンスが得意な方に披

露してもらったり、手話通訳の方に簡単な手話

を教えていただいて、みんなで手話をしながら

歌ったりしますが、参加者みんなが協力して会

を盛り上げる、それが楽しく感じられます。ま

た、自宅でテレビを見ている時に、つい自然に

足を動かすようになり、ありがたい運動習慣が

身についたと思っています。 

通いの場 

千種学区 

千種楽々クラブ

千種学区情報 世帯数 1,795 世帯 人口 4,112 人 高齢化率 35.1％ 

インタビュー 代表者：川上 徹 
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